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年寄りが感じること

• 恥ずかしい質問
• 的外れな質問は回答側が困惑し返答に時間がかかる。
• 質問応答は「タダ」では無い

• 教養としての業界標準
• 業界標準、ベンダー仕様、デファクト標準
• ベンダーの「方言」を振り回さないように

• 仕様の相互関係
• 包括、参照

• 理解とは物事の構造を捉えること
• 日本語翻訳の罠

• 原語(英文)での表記で覚えていないと翻訳の方言に惑わされる。



(標準)仕様世界地図
MSA：ベンダー(寄合)仕様

Technical Specifications

北⽶規格：標準仕様

Ethernet：802.3

TIA-＊＊＊

国際規格：標準仕様

国際団体規格

CEI-＊＊＊
SFF-＊＊＊＊ INF-＊＊＊＊

ISO/IEC-＊＊＊＊＊

RFC＊＊＊＊

G-＊＊＊
CPO Collaboration



光トランシーバーに適用されている仕様

光伝送仕様
IEEE802.3ba

ファイバー
TIA G.652

コネクター
TIA 604-10

管理情報
SNIA SFF-8636

電気的伝送仕様
SNIA CAUI

制御チップ仕様
Broadcom/Marvell/marcom

I2C

DATA LC 
connector

SMF

ケース仕様
SNIA SFF-8665

QSFP28

100G LR4



伝送仕様とパッケージの組み合わせ

SFP112 QSFP112 QSFP28 QSFP(56)-DD

100G LR4 ⭕

100G CWDM4 ⭕

100G DR ⭕ ⭕

100G FR1 ⭕ ⭕

100G LR1 ⭕ ⭕

400G DR4 ⭕ ⭕

400G FR4 ⭕ ⭕

仕様上は、管理情報、パッケージ、伝送仕様、コネクターは独立。様々な組み合わせがありうる。
全ての要素を明確し指定することが望ましい。

例：CMIS4.0管理の400G FR4伝送対応のQSFP-DDパッケージでLC-DUPコネクタ仕様。

LC CS SN



技術的構造を理解する

100G LR4 100G CWDM4 400G FR4 400G LR4-6 400G LR4-20 100G LR1

多重方式 LAN WDM CWDM CWDM CWDM LAN DWM single

変調方式 25G NRZ 25G NRZ 50G PAM4 50G PAM4 50G PAM4 100G PAM4

想定伝送距離 10 km 2 km 2 km 6 km 20 km 10 km

20 km

10 km

2 km

• 基礎技術要素の組み合わせ

100GBASE-LR4
合成帯域 距離(SR/DR/FR/LR/ER/ZR)

多重数(ファイバー多重/波長多重)
4.2とかの表記も最近ある



様々な罠

• Revisionの罠
• 同じ仕様書番号でもrevisionが更新され、基本的には定義される項目が増え

るだけだた時々過去の項目も変更される。
• 機器の仕様書には対応しているrevisionが明記されていないのが普通

•引越しの罠
• 仕様書の母体となる団体が変わることがある。

•参照の罠
• 重複する要素は相互参照される事があるが、どちらがマスターなのか不明

になる。

•検索は古い情報を拾う事が多い
•省略表記
• QSFP-DD(QSFP56-DD), QSFP2(QSFP112)

• NVIDIAの罠



QA導入

• Q:原文の仕様書読んだことある？
• 文章を全部読む必要はない、パラメータの表だけでも

• Q:調べ物をするときに何処で迷子になる？
• 対象の“畑”、どの分野に属する内容か見当をつける

• Q:返事が遅いときに質問内容に問題があると考える？
• 不明瞭、資料不足、見当違い

• Q:試験報告書の書き方は誰に習った？


